
　

蛍
雪
会
会
員
の
皆
様

に
は
、
平
素
よ
り
本
会

及
び
母
校
の
発
展
の
た

め
に
温
か
い
ご
支
援
を

賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
母
校
・
境
高
校
は
、
昭
和
３
年
の
創

立
で
、
昨
年
、
創
立
90
周
年
を
迎
え
、
10
月
27
日

に
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

１
０
０
余
名
の
来
賓
を
迎
え
、
職
員
・
生
徒
・

保
護
者
の
参
列
の
下
、
各
種
挨
拶
、
祝
辞
、
感
謝

状
の
贈
呈
が
あ
り
、
最
後
に
応
援
団
の
迫
力
あ
る

演
武
の
下
、
校
歌
斉
唱
を
も
っ
て
会
を
閉
じ
ま
し

た
。
そ
の
後
、「
可
能
性
へ
の
挑
戦
」
と
題
す
る

大
相
撲
解
説
者
・
舞
の
海
秀
平
氏
の
講
演
が
あ
り
、

成
功
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、同
窓
会
総
会
は
、昨
年
の
８
月
５
日（
日
）

に
高
校
29
・
30
回
生
を
招
待
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
総
勢
１
２
０
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
行

わ
れ
、
旧
交
を
温
め
る
機
会
と
し
て
活
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
の
議
事
と
し
て
は
、
同
窓
会
へ

の
入
会
費
（
終
身
会
費
）
を
値
上
げ
し
た
こ
と
、

ク
ラ
ス
会
・
同
期
会
へ
の
補
助
を
無
く
す
る
こ
と

な
ど
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
の
蛍
雪
会
報
の
発
行
も
今
回
で

５
号
を
数
え
ま
す
。
学
校
の
現
況
や
ク
ラ
ス
会
等

の
報
告
、
同
窓
生
の
活
躍
状
況
な
ど
お
伝
え
す
べ

く
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
悩
み
は
、
発
行
費
・
発

送
費
用
の
工
面
で
す
。
全
会
員
へ
の
配
布
を
目
指

し
て
、
鋭
意
努
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
資
金
の
不

足
は
い
か
ん
と
も
し
難
く
、
い
ま
だ
に
発
行
費
用

（
賛
助
金
）
の
集
め
方
に
つ
い
て
も
試
行
錯
誤
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
朗
報
で
す
が
、
こ
の
蛍
雪
会
報
の
発

行
を
縁
と
し
て
、
卒
業
生
か
ら
同
窓
会
へ
の
寄
付

の
申
し
出
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
第
２
号
で
、
絵

画
５
点
の
寄
贈
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

昨
年
度
は
、
２
名
の
同
窓
生
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に

高
額
の
寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、
校
長
先
生
に
ご

同
伴
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
受
領
い
た
し
ま
し

た
。
ご
厚
情
に
背
か
ぬ
よ
う
有
意
義
な
使
途
を
思

案
中
で
す
。

　

以
上
、
何
点
か
記
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
同

窓
会
の
益
々
の
発
展
の
た
め
に
、
ご
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
ご 

挨 

拶
」同

窓
会
会
長　

酒
井
義
博

　

昨
年
４
月
、
28
年
ぶ

り
に
境
高
等
学
校
に
赴

任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

早
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
平

素
よ
り
本
校
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
物
心

と
も
に
厚
い
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
、
活
力
に

満
ち
た
学
校
生
活
を
在
校
生
に
送
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
て
お
り
ま
す
。
特
に
昨
年
度
は
一
大
行
事
で

あ
る
創
立
90
周
年
記
念
行
事
を
厳
粛
且
つ
盛
大
に

挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
平
成
30
年
度
の
進
路
（
合
格
）
状
況
、

部
活
動
の
実
績
等
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
本
校
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
「
文
武
不
岐
」
の

精
神
の
賜
と
思
わ
れ
ま
す
。
昨
年
度
も
立
派
な
成

績
を
収
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

【
進
路
合
格
状
況
】
進
学
…
国
公
立
大
学
９
名

（
筑
波
大
学
、
電
気
通
信
大
学
、
埼
玉
大
学
等
）、

私
立
大
学
２
２
４
名
（「G

M
A

RCH

」
と
称
さ

れ
る
学
習
院
大
学
、
青
山
学
院
大
学
、
立
教
大
学
、

法
政
大
学
等
）、
短
期
大
学
11
名
、
専
門
学
校
62

名
（
看
護
系
16
名
）。
就
職
…
公
務
員
４
名
、
民

間
企
業
13
名
。

　

【
部
活
動
（
運
動
部
13
、
文
化
部
10
）（
加
入

率
67
％
）】
関
東
大
会
等
出
場
…
陸
上
競
技
部
、

水
泳
部
、
弓
道
部
、
吹
奏
楽
部
。

サ
ッ
カ
ー
部
…
県
大
会
ベ
ス
ト
８
進
出
、
野
球
部

…
県
大
会
ベ
ス
ト
16
進
出
、
英
語
部
員
米
国
派
遣
、

応
援
団
リ
ー
ダ
ー
部
…
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
映
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
（
境
町
・
介
護
施
設
・
特
別
支
援
学
校

等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加
）。

　

今
、
技
術
革
新
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
Ａ

Ｉ
〔
人
工
知
能
〕
の
進
化
等
に
よ
っ
て
、
社
会
は

急
激
に
進
化
を
続
け
て
お
り
、「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」

つ
ま
り
「
地
球
規
模
で
考
え
、
地
域
に
貢
献
出
来

る
人
材
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
校
の
「
文

武
両
道
」
を
目
指
す
教
育
方
針
及
び
恵
ま
れ
た
教

育
環
境
の
中
で
こ
そ
、「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」
の
素

地
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
協
働
性
、

課
題
を
発
見
し
解
決
す
る
力
等
が
育
ま
れ
て
い
く

は
ず
で
す
。

　

今
後
、
学
校
施
設
・
教
育
活
動
を
一
層
充
実
さ

せ
て
、
皆
様
方
に
続
く
後
輩
達
が
、「
境
高
校
」
で

学
ぶ
こ
と
に
更
な
る
誇
り
を
持
ち
、
近
い
将
来
、

「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
人
材
と
し
て
地
元
地
域
社
会
の

み
な
ら
ず
、
世
界
的
に
も
活
躍
で
き
る
人
材
と
し

て
巣
立
っ
て
い
け
る
よ
う
、
そ
し
て
更
な
る
伝
統

を
積
み
重
ね
て
行
け
る
よ
う
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
同
窓
会
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 

「
ご 

挨 

拶
」

学
校
長　

清
田　

聡



　

平
成
30
年
8
月
5
日（
日
）、
境
町
ベ
ル
さ
か
い
に
お

い
て
総
勢
約
１
２
０
名
と
い
う
多
く
の
同
窓
生
の
参
加

を
い
た
だ
き
、
境
高
等
学
校
の
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

境
高
校
同
窓
会（
蛍
雪
会
）で
は
、
昭
和
55
年
か
ら
毎

年
8
月
の
第
1
日
曜
日
に
、
そ
の
年
に
還
暦
を
迎
え
ら

れ
る
同
窓
生
の
方
々
を
招
待
し
、
総
会
そ
し
て
懇
親
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
総
会
で
は
、
29
回
生（
全
日
制
）・
30
回
生

（
定
時
制
）の
方
々
を
招
待
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
本
部
役
員
会
で
審
議
さ
れ
た
29
年
度
同
窓
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昨
年
、
８

月
５
日（
日
）

Ｊ
Ａ
む
つ
み

ベ
ル
さ
か
い

に
お
い
て
、

平
成
30
年
度

境
高
等
学
校
還
暦
同
窓
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

事
務
局
、
同
窓
生
、
合
わ
せ
て

１
２
０
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

に
ぎ
や
か
な
楽
し
い
宴
席
に
な
り

ま
し
た
。
境
高
校
同
窓
会
事
務
局
、

還
暦
同
窓
会
発
起
人
会
の
皆
様
に

は
、
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
酒
井
義
博
同
窓
会

会
長
、
清
田
聡
境
高
校
長
か
ら
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
議
事
と
し

て
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
と
予

算
、
平
成
31
年
度
予
算
編
成
等
の
、

議
決
・
承
認
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
出
席
者
全
員
の
自
己
紹
介
が

あ
り
、
な
ご
や
か
な
総
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

午
後
０
時
30
分
よ
り
懇
親
会
会

場
に
移
り
、
29
期
生
、
30
期
生
の

還
暦
同
窓
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

３
組
の
斉
藤
孝
雄
先
生
、
６
組
の

鈴
木
和
子
先
生
、
７
組
の
猪
瀬
勝

衛
先
生
、
定
時
制
の
堀
江
正
武
先

生
の
４
人
の
恩
師
の
方
々
の
ご
出

席
を
頂
け
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め

て
、
深
く
感
謝
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

会
場
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
テ

ー
ブ
ル
で
、
今
日
ま
で
の
42
年
の

時
の
流
れ
の
語
り
合
い
が
、
響
き

こ
だ
ま
し
、
に
ぎ
や
か
な
楽
し
い

宴
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
宴
を
飾
っ
た
の
は
、
境
高

校
応
援
団
に
よ
る
エ
ー
ル
と
校
歌

斉
唱
で
、
男
・
女
の
団
員
に
よ
る

応
援
歌
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

（
後
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
茨
城
版
で
放

映
さ
れ
ま
し
た
）そ
の
間
、
県
営

土
浦
野
球
場
で
、
甲
子
園
大
会
の

県
予
選
の
暑
い
中
で
の
学
ラ
ン
姿

の
同
級
生
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
熱

い
演
奏
が
響
く
、
境
高
応
援
団
席

の
光
景
が
、
頭
の
中
を
駆
け
巡
り
、

高
校
生
活
の
青
春
時
代
が
浮
か
び
、

月
日
の
流
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
宴
席
も
幕
を
閉
じ
、
次
の

再
会
を
約
束
し
、
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成

30
年
度
は
、
境
高
校
創
立
90
周
年

と
な
り
、
今
年
、
令
和
元
年
を
迎

え
10
年
後
は
、
境
高
等
学
校
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
境
高
生

徒
の
文
武
両
面
の
活
躍
、
卒
業
生

の
社
会
の
多
方
面
に
お
け
る
活
躍

等
、
境
高
校
・
境
高
校
同
窓
会
の
、

益
々
の
ご
清
栄
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
還
暦
同
窓
会
の
お
礼
の

言
葉
と
し
ま
す
。

同
窓
会
総
会
の
報
告

一人一人カメラに向かって緊張気味の自己紹介
平成30年度同窓会総会・懇親会報告

～境高校応援団リーダー部も参加し、大いに盛り上がる～

発
起
人
代
表　

相
良　
昌
宏
（
高
29
）

本
部
役
員

　

名
誉
会
長　
　
　

清
田　
　

聡　

校
長

　

会　

長　
　
　
　

酒
井　

義
博　

高
12

　

副
会
長　
　
　
　

石
山　

征
夫　

高
14

　

副
会
長　
　
　
　

神
坂　

守
男　

高
18

　

副
会
長　
　
　
　

猪
瀬　

晴
男　

高
19

　

監　

査　
　
　
　

木
村　

泰
之　

高
25

　

監
査
兼
校
外
幹
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

正
昭　

高
26

校
内
幹
事

　

幹
事
長　
　
　
　

細
島　

洋
一　

高
43

　

幹　

事　
　
　
　

市
川　

英
樹　

教
頭

　

幹　

事　
　
　
　

秋
田　
　

剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
参
事
兼
事
務
室
長

　

幹　

事　
　
　
　

井
上　
　

豊　

高
32

　

幹　

事　
　
　
　

岡
田　

敦
子　

高
33

　

幹　

事
（
会
計
）
酒
井　

晶
子　

高
34

　

幹　

事　
　
　
　

飯
塚
美
由
紀　

高
40

　

幹　

事　
　
　
　

羽
石　

直
樹　

高
60

　

幹　

事　
　
　
　

松
葉　

未
矩　

高
65

会
事
業
報
告
、
会
計
決

算
・
監
査
報
告
、
30
年

度
事
業
計
画
・
会
計
予

算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、

議
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
規
約
が
改
正
さ

れ
、
同
窓
会
入
会
金
７

０
０
０
円
に
変
更
・
ク

ラ
ス
会（
通
信
費
）補
助

の
廃
止
・
転
退
職
員
へ

の
餞
別
が
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。
最
後
に
は
参

加
者
全
員
の
自
己
紹
介

が
行
わ
れ
、
カ
メ
ラ
に

向
か
っ
て
一
人
一
人
緊
張

気
味
に
話
を
さ
れ
、
そ

の
姿
に
会
場
が
和
み
ま

し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
懇

親
会
が
開
か
れ
、
卒
業

以
来
の
再
会
に
笑
み
が

あ
ふ
れ
、
恩
師
へ
の
花

束
贈
呈
、
時
間
が
た
つ

に
つ
れ
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
記
念
撮
影
を
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
境
高

校
の
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
部
も
加
わ

り
、
宴
に
花
を
添
え
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
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平
成
30
年

　
４
月
２
日
（
月
）　
同
窓
会
校
内
幹
事
打
ち
合
わ
せ

　
４
月
３
日
（
火
）　
歓
送
迎
会　
本
部
役
員
招
待

　
４
月
９
日
（
月
）　
入
学
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
同
窓
会
会
長
・
本
部
役
員
参
列

　
６
月
13
日
（
水
）　
陸
上
部
関
東
大
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
６
月
22
日
（
金
）　
同
窓
会
総
会
発
起
人
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

高
校
29
・
30
回
生

　
７
月
４
日
（
水
）　
水
泳
部
関
東
大
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
７
月
５
日
（
木
）　
同
窓
会
本
部
役
員
会

　
８
月
１
日
（
水
）　
蛍
雪
会
報
発
行

　
８
月
５
日
（
日
）　
同
窓
会
総
会

　
９
月
28
日
（
金
）　
弓
道
部
関
東
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

吹
奏
楽
部
東
関
東
大
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
10
月
12
日
（
金
）　
陸
上
部
関
東
大
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
10
月
19
日
（
金
）　
同
窓
会
本
部
役
員
会

　

  　
　
　
　
　
　
　
同
窓
会
奨
学
生
選
考
会
議

  　
　
　
　
　
　
　
　
同
窓
会
奨
学
生
奨
学
金
交
付
式
（
３
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
額
７
０
０
０
円
）

　
10
月
27
日
（
土
）　
創
立
90
周
年
記
念
式
典

平
成
31
年

　
１
月
15
日
（
火
）　
卒
業
記
念
品
の
手
配

　
２
月
28
日
（
木
）　
同
窓
会
入
会
式

　
３
月
１
日
（
金
）　
全
日
制
普
通
科　
第
71
回
卒
業
式

平
成
30
年
度
　
同
窓
会
事
業
報
告

平成30年度　境高等学校同窓会収支　決算書

１.収入の部

２.支出の部

３.残　金

項　目 予算額 決算額 増　減 摘　要
会　費 1,279,800 1,279,800 0 5,400円×237名
繰越金 2,056,190 2,056,190 0 前年度より
繰入金 3,000,000 3,000,000 0 周年記念事業積立金から
寄付金 0 4,000,000 4,000,000 小嶋敏彦氏、遠藤裕子氏
雑収入 10 2,692 2,682 利息
合　計 6,336,000 10,338,682 4,002,682

項　目 予算額 決算額 増　減 摘　要
会議費 200,000 18,000 △ 182,000 役員会議費等
総会費 350,000 238,514 △ 111,486 総会運営費等
事務費 30,000 5,260 △ 24,740 封筒等消耗品
通信費 30,000 30,176 176 郵送料等
慶弔費 100,000 0 △ 100,000
餞別費 216,000 216,000 0 転退出者への餞別

同窓会補助費 150,000 50,000 △ 100,000 同窓会補助
卒業記念品費 450,000 308,880 △ 141,120 卒業記念品代
生徒活動費 800,000 260,120 △ 539,880 大学合格垂れ幕

部活動での関東大会祝・垂れ幕等
奨学金 252,000 252,000 0 奨学金用資金

90周年記念事業補助費 3,000,000 3,000,000 0 90周年記念事業補助
予備費 758,000 0 △ 758,000
合　計 6,336,000 4,378,950 △ 1,957,050

5,959,732円は、次年度へ繰り越します。

収　入
支　出
残　高

10,338,682円
  4,378,950円
  5,959,732円（次年度へ繰越）

（単位：円）
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60
歳
の
時
蛍
雪
会
よ
り
ご
招
待

を
受
け
て
以
来
毎
年
同
窓
会
を
実

施
、
16
回
目
を
昨
年
10
月
20
日
（
７

年
前
よ
り
同
日
に
実
施
）、
親
家
さ

む
ら
い
に
て
、
前
年
よ
り
10
名
少

第
25
期
生

　
３
年
７
組
ク
ラ
ス
会

第
26
期
生

　
３
年
４
組
ク
ラ
ス
会

同
窓
会
・
ク
ラ
ス
会

第
14
期
生

　
和
気
藹
々
の

　
　
普
通
科
卒
同
窓
会

　

平
成
30
年
10
月
20
日
（
日
）

　
　

親
家
さ
む
ら
い

　
　
　

代
表
幹
事　

鈴
木　
　

浩

舞の海秀平氏による記念講演

　

平
成
31
年
１
月
5
日
（
土
）

　
　

海
の
さ
む
ら
い

　
　
　
　
　

幹
事　

木
村　

泰
之

　

平
成
30
年
６
月
19
日
（
火
）

　
　

竜
神
大
吊
橋

　
　
　
　

幹
事
長　

新
谷　

友
康

　

平
成
30
年
10
月
27
日
（
土
）
に

開
催
さ
れ
た
茨
城
県
立
境
高
等
学

校
九
十
周
年
記
念
式
典
は
、
準
備

に
関
わ
っ
た
同
窓
会
役
員
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
本
部
役
員
は
じ
め
多
く
の
方
々

の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
滞
り
な
く

執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
関
係
諸
氏
の
皆
様
に
改
め

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
当
日

は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
周
年
行
事

を
挙
行
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
記
念
式
典
で
は
、
80

周
年
式
典
以
来
の
10
年
間
に
本
校

の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
第
24
代
か

ら
第
27
代
ま
で
の
学
校
長
、
歴
代

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
学
校
医
の
方
々
、

記
念
誌
編
纂
者
お
よ
び
九
十
周
年

事
業
全
般
を
実
行
委
員
長
と
し
て

取
り
仕
切
っ
た
酒
井
同
窓
会
会
長

へ
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
長
代
表
と
し
て
感

謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
中
嶋
鉄
郎
氏

を
は
じ
め
表
彰
者
の
方
々
の
紹
介

を
耳
に
し
て
、
本
校
が
九
十
年
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

支
え
て
き
た
こ
れ
ら
の
方
々
の
力

九
十
周
年
記
念
式
典
報
告

教
頭
　
市
川
　
英
樹

酒井義博実行委員長挨拶

　

平
成
最
後
の
ク
ラ
ス
会
研
修
旅

行
は
、
平
成
30
年
６
月
19
日（
火
）、

茨
城
県
北
の
竜
神
大
吊
橋
、
西
山

荘
方
面
を
散
策
す
る
バ
ス
の
旅
を

企
画
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
会
と
し

て
、
恒
例
化
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、

60
才
還
暦
の
母
校
で
の
同
窓
会
総

会
が
き
っ
か
け
で
す
。
ま
た
、
同

窓
会
で
は
研
修
活
動
費
と
し
て
、

補
助
金
を
頂
き
、
有
効
利
用
さ
せ

て
頂
き
代
わ
り
に
参
加
者
は
も
ち

ろ
ん
、
ク
ラ
ス
全
員
に
も
会
報
発

行
や
蛍
雪
会
へ
の
協
賛
に
も
積
極

的
に
協
力
願
え
る
よ
う
、
幹
事
長

と
し
て
働
き
か
け
を
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
当
日
は
13
名
の
参
加
の

も
と
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、

は
た
ま
た
、
政
治
経
済
、
年
金
、
福

祉
に
至
る
ま
で
青
春
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
に
、

和
気
あ
い
あ
い
に
時
間
の
す
ぎ
る

が
あ
っ
て
こ
そ
と
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
衆
議
院
議
員
中
村
喜
四

郎
様
、
茨
城
県
議
会
議
員
半
村
登

様
、
境
町
長
橋
本
正
裕
様
（
副
町

長
代
読
）
の
思
い
の
こ
も
っ
た
力

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
本
校
職
員

の
一
人
と
し
て
心
打
た
れ
る
エ
ー

ル
と
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
年
度
は
百
周
年
に

向
け
て
あ
ら
た
に
第
一
歩
を
踏
み

出
す
年
と
な
り
ま
す
。
同
窓
会
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
ご

協
力
を
も
と
に
し
っ
か
り
と
歩
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
く
26
名
で
実
施
。
毎
年
メ
ン
バ

ー
の
入
替
え
は
あ
り
ま
す
が
、
参

加
者
同
士
で
思
い
出
や
近
況
・
特

技
披
露
で
話
し
合
い
な
が
ら
会
食

し
、
約
３
時
間
を
和
気
藹
々
の
う

ち
に
過
ご
し
、
再
会
を
約
し
て
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。
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私
た
ち
高
校
26
期
３
年
７
組
は
、

卒
業
後
は
定
期
的
に
ク
ラ
ス
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
１

月
12
日
（
土
）
に
担
任
の
井
上
キ

イ
先
生
と
副
担
任
の
齋
藤
孝
雄
先

生
を
お
迎
え
し
て
、
地
元
境
町
で

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
経
営
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
ク
ラ
コ
フ
で
開
催
し
ま
し

第
26
期
生

　
３
年
７
組
ク
ラ
ス
会

　

平
成
31
年
１
月
12
日
（
土
）

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
ク
ラ
コ
フ

　
　
　
　
　

幹
事　

間
中
ま
さ
子

　

今
か
ら
４
０
０
年
前
、
郷
土
境

町
の
利
根
川
河
畔
に
は
、
東
北
地

方
や
北
関
東
地
方
か
ら
奥
州
街
道

・
鬼
怒
川
舟
運
を
経
て
、
日
光
東

街
道
（
東
往
還
）
を
通
っ
て
送
ら

れ
て
き
た
荷
物
を
江
戸
に
船
舶
で

輸
送
す
る
境
河
岸
（
＝
川
の
港
）

が
あ
り
ま
し
た
。
境
河
岸
は
、
江

戸
と
奥
州
を
結
ぶ
河
川
水
運
の
要

衝
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
江

戸
〜
明
治
期
に
は
河
岸
の
町
と
し

て
大
い
に
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
中
頃
に
商
品
流
通
が

飛
躍
的
に
発
展
し
、
御
城
米
（
年

貢
米
）
や
各
地
の
特
産
物
を
大
量

に
安
価
な
費
用
で
江
戸
や
大
坂
に

運
ぶ
た
め
、
海
上
交
通
の
整
備
や

河
川
（
利
根
川
・
富
士
川
な
ど
）

の
開
削
が
行
わ
れ
、
江
戸
・
大
坂

を
中
心
と
し
た
水
運
網
が
確
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
初
期
に
あ
た
る
元
和

年
間
期
に
着
手
さ
れ
た
利
根
川
東

遷
事
業
で
は
、
渡
良
瀬
川
と
合
流

し
て
江
戸
湾
に
流
れ
て
い
た
利
根

川
の
流
路
が
常
陸
川
と
連
結
し
、

銚
子
方
面
に
改
流
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
利
根
川
河
畔
に
築
か
れ

て
い
た
境
河
岸
に
多
く
の
種
類
の

川
船
が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
り
、

境
河
岸
に
は
、
船
問
屋
や
旅
籠
屋

（
旅
館
）、
茶
店
な
ど
が
多
く
あ
り
、

船
頭
や
荷
揚
げ
人
足
、
馬
子
、
旅

人
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
々
が
集
ま

っ
て
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

境
河
岸
に
は
、
北
関
東
・
東
北

地
方
か
ら
、
奥
州
街
道
、
鬼
怒
川

舟
運
、
日
光
東
往
還
を
通
っ
て
、

御
城
米
（
年
貢
米
）
や
各
地
の
特

産
物
な
ど
の
荷
物
や
旅
人
が
集
ま

り
、
境
河
岸
か
ら
利
根
川
、
江
戸

川
を
航
行
し
て
江
戸
に
運
ば
れ
ま

し
た
。

　

境
町
文
化
村
に
あ
る
境
町
歴
史

民
俗
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

「
小
松
原
康
之
助
家
文
書
」
の
河

岸
問
屋
の
「
大
福
帳
」（
荷
請
帳
）

に
は
、
江
戸
に
輸
送
さ
れ
る
た
め

に
船
積
み
さ
れ
た
荷
物
の
明
細
に
、

御
城
米
（
年
貢
米
）・
煙
草
・
玉
子

（
鶏
卵
）・
茶
・
蓮
根
・
牛
蒡
・
干

瓢
・
大
豆
・
綿
・
晒
・
木
綿
絹
・

漆
・
紅
花
な
ど
が
記
帳
さ
れ
て
い

ま
す
。

郷
土
境
の
歴
史 

─
江
戸
と
奥
州
を
結
ぶ
境
河
岸
─

境
町
歴
史
民
俗
資
料
館
長　

野
村 

正
昭
（
高
26
）

明治期から昭和初期の境河岸

　

ま
た
、
江
戸
時
代
後
半
の
天
明

５
年
（
１
７
８
５
）
の
境
河
岸
の

総
人
口
は
１
８
５
１
人
い
ま
し
た
。

境
河
岸
の
職
業
別
人
口
で
は
、
河

岸
問
屋
・
浜
方
問
屋
・
雑
穀
問
屋

な
ど
の
役
人
が
１
５
６
人
（
16
軒
）、

舟
乗
り
・
小
揚
・
渡
守
・
船
持
ち

は
全
人
口
の
約
半
分
を
占
め
て
い

ま
し
た
。
つ
い
で
茶
屋
・
旅
籠
屋

が
91
人
（
21
軒
）、
医
師
・
職
人
・

商
人
が
４
２
２
人
（
82
軒
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

た
。
あ
い
に
く
当
時
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
て
お
り
、
参
加
者

が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
楽
し
い
一
時
を
送
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
卒
業
し
て
45
年
の
時

間
が
た
っ
て
も
、
今
で
も
会
え
ば

す
ぐ
に
高
校
時
代
の
思
い
出
が
甦

り
、
見
た
目
に
は
、
白
髪
や
メ
タ

ボ
ー
に
な
っ
て
は
い
ま
す
が
、
昔

の
若
い
青
春
時
代
に
も
ど
り
ま
す
。

何
か
と
お
忙
し
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
担
任
の
井
上
先
生
と
副
担
任

の
齋
藤
先
生
に
は
、
毎
回
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
高
校
の
ク

ラ
ス
会
は
楽
し
い
時
間
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

の
を
忘
れ
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
夕

方
に
は
、
近
く
の
居
酒
屋
に
て
参

加
者
以
外
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、

夜
お
そ
く
ま
で
旧
交
を
温
め
、
再

会
を
約
束
し
会
場
を
あ
と
に
し
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
時
代
は
い
よ
い
よ
令

和
に
変
わ
り
、
本
年
も
、
同
窓
会

本
部
よ
り
、
補
助
金
を
ち
ょ
う
だ
い

し
て
、
令
和
元
年
６
月
22
日
（
土
）

実
施
の
研
修
旅
行
に
向
け
て
、
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
母
校
並
び
に
同

窓
会
が
未
来
永
劫
更
な
る
前
進
、

発
展
を
祈
念
し
、
微
力
な
が
ら
ク

ラ
ス
会
総
意
と
し
て
、
応
援
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
・
ク
ラ
ス
会
な
ど
を

行
っ
た
時
は
、
学
校
に
文
章
・

写
真
を
添
え
て
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
の
欄
で
紹
介
し
ま
す
。

お
願
い
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境
高
校
は
、
伝
統
あ
る
文
武
両
道
の
学
校
で
す
。
文
字
通
り
勉
学
だ
け

で
な
く
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
部
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
運
動
部
・
文
化

部
が
そ
れ
ぞ
れ
全
国
大
会
を
は
じ
め
、
関
東
大
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
な

ど
毎
年
華
々
し
い
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

【
陸
　
上
　
部
】

【
野
　
球
　
部
】

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

【
剣
　
道
　
部
】

【
弓
　
道
　
部
】

【
男
子
バ
ス
ケ
部
】

【
女
子
バ
ス
ケ
部
】

【
硬
式
テ
ニ
ス
部
】

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

第
71
回
茨
城
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

　
　
　
　
倉
持
歩
希　
　
男
子
棒
高
跳　
　
　
　
８
位　
　
張
替
莉
帆　
女
子
や
り
投　
　
　
　
　
６
位

関
東
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会
出
場

　
　
　
　
張
替
莉
帆　
　
女
子
や
り
投　
　
　
　
12
位

第
47
回
茨
城
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
個
人
選
手
権
大
会

　
　
　
　
倉
持
歩
希　
　
共
通
男
子
棒
高
跳　
　
４
位　
　
倉
持
拓
馬　
共
通
男
子
三
段
跳　
　
　
４
位

　
　
　
　
小
林
さ
く
ら　
共
通
女
子
２
０
０
ｍ　
４
位　
　
張
替
莉
帆　
共
通
女
子
や
り
投　
　
　
４
位

第
59
回
茨
城
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
新
人
大
会

　
　
　
　
倉
持
歩
希　
　
男
子
棒
高
跳　
　
　
　
２
位　
　
張
替
莉
帆　
女
子
や
り
投　
　
　
　
　
５
位

　
　
　
　
張
替
莉
帆
・
小
林
さ
く
ら
・
渡
邉
瑠
唯
・
久
保
美
結　
　
　
　
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ　
７
位

第
22
回
関
東
高
等
学
校
選
抜
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会　
倉
持
歩
希　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
場

春
季
関
東
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会
県
予
選　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
16

第
１
０
０
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
茨
城
県
大
会　
　
　
　
ベ
ス
ト
16

秋
季
関
東
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会
茨
城
県
大
会　
　
　
　
ベ
ス
ト
16

新
人
サ
ッ
カ
ー
大
会
茨
城
県
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
32

関
東
高
校
サ
ッ
カ
ー
茨
城
県
予
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
16

全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
サ
ッ
カ
ー
茨
城
県
予
選　
　
　
　
　
　
　
　
５
位

全
国
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
茨
城
県
大
会
予
選　
ベ
ス
ト
16

関
東
大
会
県
予
選　
　
　
　
　
男
子
団
体　
　
　
　
出
場　
　
女
子
団
体　
　
　
　
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
個
人　
　
ベ
ス
ト
16　
　
女
子
個
人　
３
回
戦
進
出

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
予
選　
　
　
男
子
団
体　
２
回
戦
進
出　
　
女
子
団
体　
　
　
　
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
個
人　
　
ベ
ス
ト
32　
　
女
子
個
人　
２
回
戦
進
出

茨
城
県
勝
ち
抜
き
剣
道
大
会　
男
子
Ⅰ
部　
　
ベ
ス
ト
16　
　
女
子
Ⅱ
部　
　
　
　
出
場

関
東
高
等
学
校
弓
道
大
会
茨
城
県
大
会　
　
　
男
子
団
体　
出
場　
　
女
子
団
体　
出
場

国
民
体
育
大
会
県
予
選　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
団
体　
出
場　
　
女
子
団
体　
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
個
人　
出
場　
　
女
子
個
人　
出
場

関
東
高
等
学
校
弓
道
個
人
選
手
権
選
抜
大
会　
男
子
個
人　
決
勝
２
回
戦
進
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
個
人　
準
決
勝
進
出

全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
茨
城
県
大
会　
男
子
団
体　
出
場　
　
女
子
団
体　
３
位

関
東
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
西
地
区
予
選
会　
　
　
　
　
出
場

全
国
高
校
総
体
県
西
地
区
予
選
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
回
戦
進
出

茨
城
県
高
等
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
県
西
Ａ
地
区
予
選
会　
２
回
戦
進
出

関
東
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
県
西
地
区
予
選
会　
　
　
　
　
　
　
２
回
戦
進
出

全
国
高
校
総
体
県
西
地
区
予
選
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
場

茨
城
県
高
等
学
校
新
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
県
西
Ａ
地
区
予
選
会　
出
場

関
東
大
会
県
西
予
選　
　
　
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
ベ
ス
ト
16

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
西
予
選　
　
男
子
団
体　
コ
ン
ソ
レ
４
回
戦
進
出　
　
女
子
団
体　
コ
ン
ソ
レ
４
回
戦
進
出

夏
季
大
会
地
区
予
選　
　
　
　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
　
３
回
戦
進
出　
　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
４
回
戦
進
出

茨
城
県
新
人
テ
ニ
ス
県
大
会　
男
子
団
体　
出
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
団
体　
２
回
戦
進
出

関
東
大
会
県
西
予
選　
　
　
　
男
子
団
体　
３
位
（
県
大
会
出
場)

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
県
西
予
選　
　
男
子
個
人　
ベ
ス
ト
８　
由
岐
・
横
溝
ペ
ア
（
県
大
会
出
場)

部
活
動
大
会
等
の
主
な
成
績

平
成
30
年
度

　

昨
年
度
も
例
外
で
は
な
く
、
運
動
部
に

お
い
て
は
、
陸
上
部
が
女
子
や
り
投
げ
と

男
子
棒
高
跳
び
で
、
弓
道
部
が
男
子
個
人

２
名
と
女
子
個
人
１
名
で
、
水
泳
部
で
も

男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形
・
男
子
４
０
０
ｍ

自
由
形
で
そ
れ
ぞ
れ
関
東
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
部
に
お
い
て
は
、
吹
奏
楽

部
が
東
関
東
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
に

出
場
、
英
語
部
で
も
Ａ
Ｉ
Ｇ
高
校
生
外
交

官
・
渡
米
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
派
遣
学
生
と
し

て
選
ば
れ
る
な
ど
輝
か
し
い
成
績
を
収
め

ま
し
た
。
そ
の
他
の
部
活
動
に
お
い
て
も

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

応援団リーダー部
剣　道　部

野　球　部


